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こ
の
度
小
型
ポ
ン
プ
操
法

出
場
の
大
役
を
担
い
、
始
ま

っ
た
本
年
度
の
夏
は
一
瞬
に

通
り
過
ぎ
ま
し
た
。

　

選
手
選
抜
は
昨
年
暮
に
は

終
え
、
選
手
の
勤
務
状
態
を

聞
い
て
い
た
私
の
頭
の
中
に

は
「
苦
労
」
の
２
文
字
が
常

に
重
た
く
渦
巻
き
、
本
年
度

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ

し
て
迎
え
た
結
団
式
で
は

「
悔
い
の
無
い
訓
練
」
と
言

う
言
葉
を
皆
様
に
お
伝
え
し
、

日
増
し
に
熱
く
な
る
中
、
30

数
回
の
訓
練
を
や
り
終
え
、

タ
イ
ム
こ
そ
最
下
位
で
し
た

が
総
合
で
４
位
、
敢
闘
賞
の

成
績
を
収
め
る
事
が
出
来
ま

し
た
。
ま
さ
に
「
悔
い
の
無

い
訓
練
」
を
完
遂
し
て
く
れ

た
瞬
間
で
し
た
。

　

限
ら
れ
た
回
数
の
中
で
、

教
官
の
指
導
を
忠
実
に
行
い
、

多
く
の
他
分
団
の
皆
様
の
協

力
、
ご
支
援
が
有
っ
た
か
ら

こ
そ
の
成
績
で
あ
り
、
選
手
、

消
防
本
部
教
官
、
高
槻
市
消

防
団
の
皆
様
に
は
深
く
感
謝

い
た
し
ま
す
。
五
領
分
団
の

若
い
選
手
達
の
胸
に
素
晴
ら

し
い
経
験
と
思
い
出
を
頂
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
５
月
26
日
、
６

月
16
日
の
両
日
、
大
阪
府
立

消
防
学
校
に
て
、
令
和
元
年

度
消
防
団
員
教
育
訓
練
「
基

礎
教
育
」
を
受
講
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
２
日
間
、
消
防

団
員
の
基
礎
と
な
る
知
識
、

技
術
、
心
構
え
を
学
ば
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

　

ポ
ン
プ
操
法
、
救
急
救
助

な
ど
の
実
践
的
な
訓
練
は
、

近
年
、
毎
年
の
よ
う
に
日
本

を
襲
う
自
然
災
害
に
対
し
て

消
防
団
員
と
し
て
は
も
ち
ろ

ん
、
自
分
の
家
族
を
守
る
た

め
に
も
必
要
な
訓
練
だ
と
感

じ
ま
し
た
。
中
で
も
、
患
者

搬
送
、
ロ
ー
プ
結
索
な
ど
は
、

今
ま
で
自
己
流
で
や
っ
て
い

た
部
分
が
多
く
、
有
事
の
際

に
は
消
防
団
員
と
し
て
一
秒

　

令
和
元
年
８
月
３
日
、
４

日
と
今
年
も
盛
大
に
高
槻
ま

つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

女
性
消
防
団
員
は
１
日
目
の

高
槻
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

多
目
的
ホ
ー
ル
で
の
ス
テ
ー

ジ
発
表
に
応
募
し
、
参
加
い

た
し
ま
し
た
。
女
性
消
防
団

員
と
し
て
共
に
活
躍
し
て
く

れ
る
仲
間
を
募
る
た
め
で
す
。

15
分
と
い
う
短
い
時
間
で
し

た
が
、
精
一
杯
の
ア
ピ
ー
ル

が
行
え
た
と
思
い
ま
す
。
先

ず
、
夏
冬
制
服
、
活
動
服
を

着
た
団
員
の
登
場
、
紹
介
に

始
ま
り
、
映
像
に
て
年
間
行

事
や
活
動
の
報
告
の
後
、
最

後
は
大
阪
府
下
の
女
性
消
防

団
員
で
作
っ
た
「
お
お
さ
か

救
命
体
操
〜
つ
な
ぐ
ね
ん
命

〜
」
の
紹
介
を
し
、
団
員
募

集
を
呼
び
掛
け
て
終
わ
り
ま

し
た
。
後
で
思
う
と
受
付
や

ロ
ビ
ー
に
団
員
募
集
の
チ
ラ

シ
を
置
け
ば
よ
か
っ
た
と
反

省
も
あ
り
ま
し
た
が
、
発
表

で
の
私
達
の
思
い
が
届
け
ば

と
願
う
ば
か
り
で
す
。
今
後

も
市
民
に
広
く
女
性
消
防
団

員
の
認
知
、
活
動
紹
介
を
継

続
し
て
行
な
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

今
回
貴
重
な
機
会
を
頂
き

感
謝
い
た
し
ま
す
。

第
63
回
大
阪
府
消
防
大
会（
小
型
ポ
ン
プ
操
法
）

消防団に関する詳しい情報は　　　高槻市消防団　　検索

　

令
和
元
年
７
月
６
日
20
時

頃
、
高
槻
市
柱
本
４
丁
目
の

産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬
会
社

の
敷
地
内
で
爆
発
火
災
が
発

生
、
こ
の
火
災
で
３
名
の
死

者
含
め
、
４
名
が
死
傷
し
ま

し
た
。
付
近
の
倉
庫
等
に
も

爆
発
に
よ
る
爆
風
で
窓
ガ
ラ

ス
の
破
損
や
外
壁
も
ひ
び
割

れ
す
る
な
ど
近
く
の
住
宅
や

学
校
に
も
被
害
が
及
ん
で
い

ま
し
た
。
爆
発
発
生
時
、
私

は
外
出
し
て
お
り
、
広
域
に

及
ぶ
通
行
規
制
の
中
、
よ
う

や
く
遅
れ
て
現
場
に
入
る
と

目
を
疑
う
光
景
で
し
た
。
建

物
は
骨
組
が
少
し
残
っ
て
い

る
だ
け
で
あ
た
り
は
黒
こ
げ
、

爆
発
の
凄
ま
じ
さ
を
思
い
知

り
ま
し
た
。
現
場
に
は
多
く

の
消
防
職
員
、
警
察
官
、
及

び
消
防
団
員
が
各
任
務
に
あ

た
っ
て
い
ま
し
た
。
三
箇
牧

分
団
41
名
と
富
田
分
団
か
ら

13
名
も
の
応
援
も
あ
り
21
時

半
頃
鎮
圧
、
０
時
過
ぎ
よ
う

や
く
鎮
火
と
な
り
ま
し
た
。  

　

他
分
団
及
び
他
班
の
団
員

も
撤
収
し
交
通
規
制
も
解
除

さ
れ
片
付
け
も
終
わ
り
ま
し

た
が
、
警
戒
筒
先
を
配
備
し
、

万
が
一
に
備
え
、
朝
ま
で
団

員
数
名
で
警
戒
に
あ
た
り
ま

し
た
。

　

第
63
回
大
阪
府
消
防
大
会

の
「
小
型
ポ
ン
プ
操
法
」
競

技
の
出
場
に
向
け
、
五
領
分

団
の
選
手
８
名
の
一
員
と
し

て
５
月
15
日
の
結
団
式
以
降
、

約
４
か
月
間
、
大
会
本
番
目

指
し
て
訓
練
に
臨
み
ま
し
た
。

　

訓
練
は
消
防
本
部
に
て
毎

週
２
回
、
夕
刻
に
消
防
本
部

教
官
の
指
導
、
団
本
部
、
五

領
分
団
、
各
分
団
の
皆
様
の

強
力
な
支
援
の
下
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

各
番
手
の
２
名
の
選
手
は

番
手
に
課
せ
ら
れ
た
技
量
向

上
を
、
番
手
間
で
は
規
律
と

調
和
の
と
れ
た
操
法
の
完
成

を
目
指
し
、
皆
で
切
磋
琢
磨

し
訓
練
を
重
ね
て
い
き
ま
し

た
。
悪
天
候
、
酷
暑
、
選
手

の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
不
良
等

で
満
足
な
訓
練
が
で
き
な
い

日
も
あ
り
ま
し
た
が
、
30
数

回
の
訓
練
を
経
て
９
月
１
日

の
大
会
当
日
を
迎
え
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

本
番
で
は
入
賞
を
逃
し
、

皆
さ
ん
の
期
待
に
応
え
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
皆
で
心

を
一
つ
に
し
て
こ
こ
に
臨
め

た
こ
と
に
と
て
も
満
足
し
て

い
ま
す
。

　

最
後
に
、
結
団
式
よ
り
選

手
を
支
え
て
下
さ
っ
た
消
防

本
部
教
官
、
団
本
部
、
五
領

分
団
を
は
じ
め
各
分
団
の
皆

様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

　

令
和
元
年
８
月
10
日
、
当

日
は
朝
か
ら
日
差
し
が
強
く

現
場
に
到
着
す
る
と
、
既
に

30
度
を
超
え
る
よ
う
な
暑
さ

で
し
た
。
消
防
団
は
土
嚢
を

積
み
上
げ
釜
段
工
を
作
成
す

る
こ
と
が
担
当
で
、
当
日
の

１
週
間
前
に
リ
ハ
ー
サ
ル
を

行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
時
は
土
嚢
袋
に
砂
を

入
れ
る
所
か
ら
始
ま
り
、
土

嚢
の
積
み
上
げ
等
練
習
し
ま

し
た
が
、
砂
を
入
れ
る
量
や

設
置
す
る
向
き
が
決
ま
っ
て

お
り
、
２
、
３
回
や
り
直
し

が
あ
り
ま
し
た
。
当
日
は
限

ら
れ
た
時
間
の
中
で
作
業
を

行
わ
な
い
と
い
け
な
い
の
で

ミ
ス
は
許
さ
れ
な
い
と
思
い

ま
し
た
。
今
回
の
訓
練
は
リ

ハ
ー
サ
ル
と
違
い
、
既
に
土

嚢
が
作
ら
れ
て
お
り
、
袋
に

砂
を
詰
め
る
作
業
が
な
か
っ

た
こ
と
と
、
事
前
に
リ
ハ
ー

サ
ル
を
行
っ
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
の
で
段
取
り
よ
く
、

釜
段
工
を
作
る
こ
と
が
出
来

た
と
思
い
ま
す
。

　

私
自
身
、
消
防
団
に
入
団

し
今
回
初
め
て
訓
練
に
参
加

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
近
年

は
災
害
が
多
い
の
で
今
後
、

も
し
災
害
が
起
こ
っ
た
場
合

に
は
、
今
回
の
経
験
が
生
か

せ
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。

高
槻
市
地
域
防
災

　
　
　
総
合
訓
練
に
参
加
し
て

令
和
元
年
度
消
防
団
員
教
育
訓
練

「
基
礎
教
育
」

女
性
消
防
団
員

募
集
活
動

柱
本
爆
発
火
災

で
も
早
く
、
確
実
な
方
法
で

行
う
に
は
、
日
々
の
訓
練
が

大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
私
は
訓
練
中
、
指

揮
者
を
さ
せ
て
頂
い
た
こ
と

も
あ
り
、
指
揮
の
難
し
さ
も

体
験
す
る
こ
と
が
で
き
大
変

貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

指
揮
に
集
中
す
る
あ
ま
り
、

他
の
団
員
の
方
々
に
比
べ
研

修
内
容
が
疎
か
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
部
分
も
あ
る
と
思
い

ま
す
の
で
、
日
頃
の
活
動
、

訓
練
の
中
で
し
っ
か
り
復
習

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

２
日
間
ご
指
導
、
ご
同
行
頂

き
ま
し
た
消
防
関
係
各
位
の

皆
さ
ま
に
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
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・
藍
綬
褒
章

　

西
城　

茂
治
（
樫
田
分
団
）

・
在
職
30
年
に
達
し
た
者

　

小
松　

良
一
（
団
本
部
）

　

𠮷
田　
　

芳
（
団
本
部
）

　

平
井　

浩
二
（
安
満
班
）

　

木
村　

憲
司
（
田
能
班
）

・
在
職
20
年
に
達
し
た
者

　

泉　

あ
け
み
（
団
本
部
）

　

山
中　

淑
子
（
団
本
部
）

　

久
野　

京
子
（
団
本
部
）

　

宮
西　

康
成
（
高
槻
分
団
本
部
）

　

森
本
祐
記
夫
（
高
槻
分
団
）

　

輕
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祥
行
（
芥
川
分
団
本
部
）

　

安
井　

勝
彦
（
芥
川
分
団
本
部
）

　

圓
實　

義
隆
（
萩
之
庄
班
）

　

中
川　

政
一
（
前
島
班
）

　

濱
田　

佳
宏
（
安
満
班
）

　

福
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博
典
（
安
満
班
）

　

小
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介
（
成
合
班
）

　

今
道　

浩
史
（
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分
団
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部
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横
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和
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（
西
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川
原
班
）
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浩
（
萩
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）

　

井
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勲
（
萩
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班
）

　

森
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義
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（
萩
谷
班
）

　

久
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茂
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（
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田
部
班
）
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貴
司
（
芝
生
班
）

　

津
田　

吉
彦
（
津
之
江
班
）

　

田
中　

伸
司
（
庄
所
班
）

・
在
職
10
年
に
達
し
た
者

　

入
江　
　

修
（
道
鵜
班
）

　

西
村　

直
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（
道
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班
）

　

屋
敷　
　

卓
（
神
内
班
）
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岸
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高
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和
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雅
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満
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増
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克
洋
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山
手
班
）

　

上
田　

哲
之
（
宮
田
班
）

　

岸
田　

一
郎
（
土
室
班
）

　

氏
原　

順
一
（
西
之
川
原
班
）

　

奥
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浩
（
原
班
）

　

谷
知　

秀
人
（
原
班
）

　

西
田　
　

健
（
原
班
）

　

奥
村
恭
二
郎
（
大
蔵
司
班
）

　

段
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正
夫
（
野
田
班
）

　

萬　
　

行
司
（
冠
班
）

　

松
村　

弘
道
（
辻
子
班
）

　

仲
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智
也
（
芝
生
班
）

　

阪
本　

嘉
彦
（
芝
生
班
）

　

髙
木　

章
博
（
津
之
江
班
）

　

木
田　

光
男
（
三
島
江
班
）

　

中
井　

善
宣
（
柱
本
班
）

　

十
時　

弘
喜
（
富
田
分
団
）

　

岡
島　
　

充
（
富
田
分
団
）

　

神
部　

義
啓
（
田
能
班
）

・
支
部
長
表
彰

　

影
山　

孝
幸
（
芥
川
分
団
）

　

田
中　

奨
之
（
芥
川
分
団
）

　

田
中　
　

薫
（
道
鵜
班
）

　

小
野　

浩
史
（
安
満
班
）

　

松
尾　

隆
廣
（
山
手
班
）

　

笠　
　

光
暁
（
山
手
班
）

　

宮
出　

龍
介
（
古
曽
部
班
）

　

土
居　

剛
志
（
古
曽
部
班
）

　

馬　
　

俊
輔
（
古
曽
部
班
）

　

梶
内　

健
吾
（
古
曽
部
班
）

　

山
野　

勝
利
（
川
久
保
班
）

　

長
谷
川
鳳
秀
（
氷
室
班
）

　

氷
室　

芳
水
（
氷
室
班
）

　

上
田　

成
幸
（
宮
田
班
）

　

宮
本　

卓
磨
（
岡
本
班
）

　

太
田　

雅
澄
（
西
之
川
原
班
）

　

坂
元　

政
仁
（
宮
之
川
原
班
）

　

川
上　

順
平
（
宮
之
川
原
班
）

　

平
田　

洋
一
（
浦
堂
班
）

　

田
中　

靖
弘
（
冠
班
）

　

諸
橋　
　

匠
（
冠
班
）

　

川
畑　

慶
彦
（
下
田
部
班
）

　

仲　
　

泰
明
（
大
塚
町
班
）

　

谷
山　

真
也
（
辻
子
班
）

　

井
上　

雅
貴
（
大
畑
班
）

　

松
永　

拓
也
（
唐
崎
班
）

　

木
村　

憲
人
（
三
島
江
班
）

　

若
林　

和
貴
（
柱
本
班
）

　

中
川　

浩
一
（
富
田
分
団
）

　

願
野　

祥
平
（
富
田
分
団
）

　

自
治
会
の
お
陰
で
約
15
年

振
り
に
消
防
ポ
ン
プ
積
載
車

が
納
車
さ
れ
、
７
月
14
日
に

自
治
会
の
皆
様
の
前
で
、
お

披
露
目
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

お
披
露
目
式
は
初
め
て
の
出

来
事
で
あ
り
、
納
車
を
嬉
し

く
思
う
と
共
に
地
域
の
安
全

安
心
を
守
る
た
め
、
よ
り
一

層
の
訓
練
や
技
能
向
上
が
必

要
と
い
う
原
点
に
も
戻
れ
た

時
間
で
し
た
。
ま
た
子
ど
も

達
か
ら
消
防
団
員
に
な
り
た

い
と
い
う
嬉
し
い
言
葉
も
あ

り
、
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ

　

山
間
部
で
活
動
す
る
私
た

ち
に
と
っ
て
、
筒
先
よ
り
頻

繁
に
扱
う
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
は
、

近
年
毎
夏
の
必
需
品
と
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
正
確
で
安

全
な
取
扱
方
法
や
整
備
方
法

に
つ
い
て
は
実
に
無
知
で
あ

っ
た
こ
と
を
今
回
の
訓
練
で

思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
複

数
の
講
師
で
実
技
を
混
じ
え

て
指
導
頂
い
た
の
で
大
変
わ

か
り
易
く
、
分
団
内
で
も
改

め
て
訓
練
し
て
貰
い
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

　

昨
年
の
台
風
第
21
号
に
よ

る
被
災
を
通
じ
て
、
大
雨
で

の
地
盤
の
緩
み
の
み
な
ら
ず
、

強
風
で
も
多
大
な
倒
木
が
生

じ
る
こ
と
が
実
体
験
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
倒
木
が
生
活
道

路
を
機
能
不
全
に
至
ら
し
め
、

ま
た
電
線
を
引
っ
張
っ
て
電

柱
を
倒
し
停
電
さ
せ
る
こ
と

に
よ
り
大
き
な
支
障
が
生
じ

ま
し
た
。
今
回
教
わ
っ
た
こ

と
を
き
っ
か
け
に
自
分
で
も

の
車
両
を
大
切
に
使
用
し
な

く
て
は
と
感
じ
る
１
日
で
も

あ
り
ま
し
た
。

委
員
長　

樫　

田　

渡
邊　

美
広

副
委
員
長　

富　

田　

住
田　

昇
治

委　
　

員　

高　

槻　

笠
矢　

智
久

　
　
〃　　
　

芥　

川　

臼
井　

秀
典

　
　
〃　　
　

五　

領　

森
本　

昌
宏

　
　
〃　　
　

磐　

手　

藤
松　

元
治

　
　
〃　　
　

阿
武
野　

𠮷
田　

博
道

　
　
〃　　
　

清　

水　

氏
原　

健
司

　
　
〃　　
　

大　

冠　

井
上　

忠
宏

　
　
〃　　
　

如　

是　

北
島　

弘
之

　
　
〃　　
　

三
箇
牧　

二
神　

義
治

　
　
〃　　
　

団
本
部　

大
田　

敦
子

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

　
　
　
　
　

団
本
部　

石
田　

義
光

表
　
彰

た
か
つ
き
消
防
団
だ
よ
り

編
集
委
員

令
和
元
年
秋
の
褒
章

防
災
功
労
賞

三
島
地
区
支
部
表
彰

清
水
分
団

　

原　

班　
　

谷
口　

哲
矢

　

浦
堂
班　
　

山
本　

浩
司

　

塚
脇
班　
　

福
岡　

晋
作

　

塚
脇
班　
　

中
村　
　

将

　

萩
谷
班　
　

今
道　

蒼
生

大
冠
分
団

　

冠　

班　
　

細
川　

猛
史

三
箇
牧
分
団

　

三
島
江
班　

松
藤　

稜
真

　

柱
本
班　
　

田
邉　

和
也

　
　
　
　

令
和
元
年
10
月
1
日
付

富
田
分
団

　
　
　
　
　
　

西
村　

隆
志

　
　
　
　

令
和
元
年
6
月
15
日
付

五
領
分
団

　

梶
原
南
班　

南
本　

和
紀

　
　
　
　

令
和
元
年
6
月
30
日
付

五
領
分
団

　

前
島
班　
　

𠮷
川　

秀
人

　

前
島
班　
　

𠮷
川　

則
次

　

前
島
班　
　

中
川　

祐
一

　

前
島
班　
　

髙
橋　

治
郎

　
　
　
　

令
和
元
年
8
月
31
日
付

団
本
部

　
　
　
　
　
　

西
井
嘉
奈
子

　
　
　
　
　
　

新
留
明
日
香

五
領
分
団

　

前
島
班　
　

高
橋　

義
雄

清
水
分
団

　

原　

班　
　

南　
　

栄
作

　
　
　
　

令
和
元
年
9
月
30
日
付

樫
田
分
団

　

中
畑
班　
　

畑　
　

博
基

　
　
　
　

令
和
元
年
10
月
31
日
付

昇
　
　
任
　
　
者

入
　
　
団
　
　
者

退
　
　
団
　
　
者

人
事
異
動

消
防
ポ
ン
プ
積
載
車
及
び

消
防
小
型
動
力
ポ
ン
プ
更
新

三
箇
牧
分
団
　
唐
崎
班
　
　
　
　

　
　
班
長
　
中
内
　
卓
次

樫
田
分
団
　
出
灰
班
　
　
　
　

　
　
班
長
　
伏
見
　
能
成

研
究
と
訓
練
を
重
ね
、
被
害

を
未
然
に
防
い
だ
り
、
被
害

後
迅
速
に
復
旧
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。 

12
月
10
日（
火
）〜
31
日（
火
）　　

歳
末
特
別
警
戒

１
月
12
日（
日
）　　
　
　
　
　　

令
和
二
年
高
槻
市
消
防
出
初
式

１
月
19
日（
日
）　　
　
　
　
　　

令
和
元
年
度
消
防
団
員
教
育
訓
練

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

「
幹
部
科　

分
団
指
揮
課
程
」

３
月
１
日（
日
）〜
７
日（
土
）　　

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

３
月
下
旬　
　
　
　
　
　
　
　　

大
阪
府
消
防
表
彰
式

こ
れ
か
ら
の
主
な
行
事

こ
れ
か
ら
の
主
な
行
事

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

取
扱
訓
練

（
市
町
村
教
育

「
幹
部
科
」）に

参
加
し
て


